
　
津
谷
市
長
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
が
６

月
28
日
、市
役
所
で
開
か
れ
、６
月
定
例
会

の
報
告
と
今
後
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
会

見
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
、
６
月
定
例
会
に
つ
い
て

「
議
案
23
件
は
、
１
議
案
が
賛
成
多
数
、
そ

の
ほ
か
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
い
た
だ
い
た
。
追
加
提
案
し
た
同
意

案
件
５
件
は
、
阿
仁
合
財
産
区
と
大
阿
仁

財
産
区
の
管
理
委
員
、
そ
し
て
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
３
件
は
同
意
を
い
た
だ
け

た
が
、
北
秋
田
市
監
査
委
員
と
北
秋
田
市

米
内
沢
財
産
区
管
理
委
員
は
同
意
し
て
い

た
だ
け
ず
、大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。補

正
予
算
の
特
徴
は
、
市
民
病
院
の
ア
ク
セ

ス
や
子
宮
頸
が
ん
、乳
が
ん
対
策
、口
蹄
疫

対
策
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
懸

案
事
項
の
解
決
、
住
民
要
望
の
実
現
に
向

け
前
進
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
な

ど
と
報
告
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
準
備
の

た
め
の
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
「
10
月
開

校
に
向
け
、職
員
１
名
を
準
備
・
研
修
の
た

め
秋
田
大
学
に
派
遣
す
る
。
公
開
講
座
の

開
催
や
学
生
と
住
民
と
の
交
流
事
業
な
ど

具
体
的
な
活
動
に
結
び
付
け
た
い
」と
し
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て
「
阿
仁
萱
草
工
業
団

地
の
秋
田
工
業
株
式
会
社
が
阿
仁
第
２
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
ふ
る
さ

と
融
資
資
金
貸
付
金
の
予
算
計
上
を
し
た
。

隣
接
に
鉄
骨
造
、
延
床
面
積
約
１
４
９
６

㎡
の
工
場
を
建
設
し
、
将
来
的
に
新
規
雇

用
と
し
て
10
名
程
度
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
拡
大
と
地
域
の
経
済
の
活
性
化
に

と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
し
、
市
と
し
て
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。 

　
質
疑
応
答
で
は
、
空
港
の
取
組
に
対
し

「
ま
ず
は
羽
田
便
の
搭
乗
率
を
上
げ
て
、同

時
並
行
的
に
大
阪
便
に
も
取
り
組
み
た
い
。

県
や
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
取
り
組
み
た
い
」

な
ど
と
質
問
に
答
え
ま
し
た
。 

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

秋
田
工
業
株
式
会
社
が
第
２
工
場
を
建
設
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市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 

６
月
17
日（
木
）▽
平
成
22
年
６
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）
 

18
日（
金
）▽
平
成
22
年
６
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）
 

21
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
15
回
定
時
株
主
総
会（
ホ
テ

ル
松
鶴
） 

22
日（
火
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会（
秋
田
市
） 

24
日（
木
）▽
第
17
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
通
常
総
代
会（
文
化
会
館
） 

25
日（
金
）▽
平
成
22
年
６
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
） 

28
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
） 

29
日（
火
）▽
米
代
川
治
水
、
秋
田
県
北
部
国
道
７
号
整
備
促
進
、
日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道
建
設
促
進
３
期
成
同
盟
会
合
同
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

30
日（
水
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
あ
き

た
北
央
平
成
22
年
度
第
11
回
通
常
総
代
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
） 

７
月
1
日（
木
）▽
県
消
防
訓
練
大
会
優
勝
報
告（
本
庁
舎
） 

２
日（
金
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

４
日（
日
）▽
綴
子
大
太
鼓
の
里
保
存
隊 

稲
穂
ロ
ー
ド
へ
の
花
の
植
栽（
綴
子
農
村

公
園
） 

５
日（
月
）▽
田
舎
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
７
月
例
会（
中
央
公
民
館
） 

６
日（
火
）▽
秋
田
工
業
株
式
会
社
阿
仁
第
二
工
場
新
築
工
事
地
鎮
祭（
同
工
場
） 

８
日（
木
）▽
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
同
窓
会
大
連
大
会（
中
国
大
連
市
）

▽
普
蘭
店
市
政
府
表
敬
訪
問（
中
国
普
蘭
店
市
）▽
大
連
市
政
府
表
敬
訪
問

（
中
国
大
連
市
） 

10
日（
土
）▽
第
19
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会（
米
代
川
河
川
敷
公
園
） 

11
日（
日
）▽
北
秋
田
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
並
び
に
消
防
団
分
団
旗
貸
与
式（
合

川
地
区
市
民
健
康
広
場
駐
車
場
） 

13
日（
火
）▽
第
１
回
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

14 
日（
水
）▽
全
国
市
長
会
経
済
委
員
会（
東
京
都
）▽
全
国
市
長
会
理
事
・
評
議
員

合
同
会
議（
東
京
都
） 

15 
日（
木
）▽
合
川
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
一
般
国
道
１
０
３

号
線
改
築
促
進
期
成
同
盟
会 

会
計
監
査（
本
庁
舎
）▽
種
苗
交
換
会
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
選
定
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
栄
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会

夏
季
定
例
会
（
栄
公
民
館
） 

▲同窓会で再会を喜びあった旧県立営農大学校の中国人留学生たち 

旧
県
立
営
農
大
学
校 

　
留
学
生
同
窓
会
へ
出
席 

普
蘭
店
市 

　
人
民
政
府
へ
表
敬
訪
問 

ふ
ら
ん
て
ん 

　
旧
県
立
営
農
大
学
校
は
、
昭
和
53
年
に

農
業
の
担
い
手
育
成
の
た
め
市
内
下
杉
に

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
ま
で
の
10

年
間
に
わ
た
り
、
中
国
か
ら
農
業
技
術
研

修
生
と
し
て
毎
年
10
人
ず
つ
合
わ
せ
て
１

０
０
人
を
受
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
留

学
生
ら
は
帰
国
し
、
学
ん
だ
農
業
技
術
を

活
か
し
、
中
国
全
土
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
平
成
20
年
に
「
日
中
友
好
青

年
交
流
の
碑
」
を
同
校
敷
地
に
建
立
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
秋
田
県
立
営
農
大
学
校

同
窓
会（
胡
凱
会
長
）が
中
国
全
土
に
呼
び

か
け
て
、
中
国
大
連
市
で
同
窓
会
中
国
大

連
大
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
津
谷
市
長

に
招
待
状
が
届
き
、
訪
中
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
の
同
窓
会
に
は
、
留
学
生
や
そ

の
家
族
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
胡
会
長
は
「
北
秋
田
市
の
方
々
に
は
、

親
兄
弟
の
よ
う
に
接
し
て
も
ら
い
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
る
。
深
い
友
情
で
結
ば
れ

た
皆
さ
ん
と
の
再
会
は
熱
く
こ
み
上
げ
る

も
の
が
あ
る
」
な
ど
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。 

 

津
谷
市
長
は
「
同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

中
国
の
誇
り
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
、
北

秋
田
市
の
誇
り
で
も
あ
る
。
大
会
を
機
に

旧
交
を
再
確
認
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
交
流

の
始
ま
り
と
し
て
、
更
に
日
中
友
好
の
絆

を
深
め
て
い
け
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
留
学
生
ら
は
、
当
時
の
思
い
出
や
自
身

の
近
況
な
ど
を
語
り
合
っ
て
再
会
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
恩
師
や
旧
友

と
の
再
会
に
涙
ぐ
む
姿
も
見
ら
れ
、
感
動

的
な
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

　
普
蘭
店
市（
張
乙
明
市
長
）は
、
遼
寧
省

大
連
市
の
行
政
区
に
属
す
る
県
級
市
で
、

人
口
は
約
83
万
人
。
面
積
は
２
９
２
３
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
北
秋
田
市
の
約
３

倍
の
広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。 

　
張
市
長
は
「
様
々
な
分
野
で
交
流
し
て

多
く
の
共
通
点
を
見
つ
け
た
い
。
市
内
に

大
き
な
工
業
団
地
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
企
業
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
。
７
月
下
旬
に
日
本
に
行
く
の
で
、

そ
の
際
に
北
秋
田
市
を
訪
問
し
た
い
」
な

ど
と
積
極
的
に
交
流
を
進
め
た
い
意
向
を

示
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
訪
問
を
歓
迎
し
ま
す
。

北
秋
田
市
で
は
、
不
要
な
木
材
か
ら
エ
タ

ノ
ー
ル
を
作
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
実

証
実
験
を
行
っ
た
り
、
日
本
の
三
大
杉
で

あ
る
秋
田
杉
を
使
っ
た
内
装
材
な
ど
を
作
っ

て
い
る
」
な
ど
と
訪
問
の
申
し
出
に
対
し
、

北
秋
田
市
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
交
流
で
し
た
が
、
普
蘭
店
市

か
ら
北
秋
田
市
へ
の
訪
問
が
決
ま
る
な
ど
、

友
好
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

              

　
ま
た
、
大
連
市
人
民
政
府
（
李
万
才
市

長
）
を
表
敬
訪
問
し
、
孫
広
田
副
市
長
と

会
談
し
ま
し
た
。
両
市
の
協
力
の
も
と
に
、

双
方
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
友
好
交
流
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

▲普蘭店市人民政府との意見交換 

▲今後の施策など会見する津谷市長 
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